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ＳＤＧｓ宣言書

　私たちは、持続可能なまちづくりに向け、下記のとおり、ＳＤＧｓの推進に墨田区とともに取り組むことを
宣言します。

企業・団体名： ポピンズナーサリースクールすみだ

代表者　役職： 施設長

＜宣言日・変更日＞ 令和6年11月5日

ＳＤＧｓ達成に向けた特徴的
な活動

4-7「世界市民としての意識、さまざまな文化があることなどを理解できる教
育」に関連して、オンライン・リアルタイムで海外とつなぐ「ワールドツ
アー」というイベントに参加し、交流を行う。また、毎月特定の国にフォーカ
スを当てて、日々の保育や食育などを総合的に関連させて多文化教育活動を
行っている。
この他、13-3の気候変動に関しての啓発などに有機的に関連するSDGsと職業体
験を組み合わせたプログラムにも参加している。
これらの取り組みを継続させつつ、参加側からプログラムの企画・開発側へと
かかわり方を深めていく。

氏名： 藤井さやか

記

・ 〇を記入していただいたＳＤＧｓ目標の達成に向け、すでに具体的に取り組んでいること、又はこれから取
り組むことをご記入ください。

1:自然災害の減災と生活の立て直しについて子ども同士で話し合う
2:作物や家畜の利用に関して、体験を伴う学びの機会を設定する
3:交通事故の防止方法について話し合う
4:様々な職業について、オンライン/オフラインで多様な体験を通じて理解を深める（一部実施中）
5:食育などを通じて調理への親しみを持てるような活動を行う
6:雨水の再利用を実践し、水の大切さについて理解する
7,13,14:関連するSTEAMコンテンツの開発、実施
8:すみだの文化・産品に触れるイベントを計画的に設定する
9:失敗をおそれずチャレンジすることに価値を認めるような言葉がけを意図的に行う
10:異年齢の交流を増やし、合理的配慮が当たり前にできるような手法を標準化する
11:プラスチックの分別回収を促進するために、リサイクルのマーク調べ活動や、清掃工場見学などを行う
12:保護者に対して、リユース事業の利用を促す。工作に積極的に廃材を利用する
15:ネイチャーゲームを取り入れて、身近な自然を再発見するプログラムに取り組む
16:子どもの人権を尊重する保育について園内研修を行う

事業者・団体等としての2030
年までのあるべき姿

4-7の「持続可能な社会をつくるための教育」として16個のSDGsカテゴリーにつ
いて園児の探究活動を実施し、ドキュメンテーション（写真入り保育記録）を
作成する。
すべての年長児がSDGsの行動宣言を表明できる。

・ 関連するＳＤＧｓの目標すべてに〇をご記入ください。（複数選択可）



事業所

名 0 名）

〒

Ｕ　Ｒ　Ｌ https://www.poppins.co.jp/educare/room-search/sumida/

宣言日から３年間の成果指標
（定量的な目標）

SDGsに関連した探究活動のドキュメンテーションの作成を現状の倍にする。
（現在は毎月1枚程度）

業　種 教育、学習支援業

所 在 地
墨田区太平4-1-2 オリナスモール２F

130-0012

事業所数（本社が提出する場
合のみ）

従業員（構成員）数 19 （うち外国人


